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濁
占
産
業
組
織
の
祉
曾
的
影
響

大

塚

朗

て
緒

君。

前
世
紀
の
末
葉
?
八

0
年
代
か
ら
産
業
上
の
濁
占
組
織
が
濁
逸
に
於
て
俄
然
た
る
勃
興
を
示
し
来
た
り
、
従
つ

て
又
同
時
に
こ
れ
に
劃
す
る
経
持
率
者
の
盛
な
る
論
議
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
其
の
中
、
シ
エ
ツ
フ
V

は一

λ

九
八
年
に
於
け
る
彼
の
カ
ぞ
プ
Y
論
の
冒
頭
に
て
、
営
時
の
カ
Y
-
y
y
流
行
に
つ
き
、
『
諸
勢
力
の
自
由
な
る
運
動
、

自
由
主
義
的
闘
民
艦
棟
内
の
競
宰
調
和
親
の
信
念
が
未
だ
一
結
の
暗
影
も
な
〈
澄
み
渡
っ
て
見
え
て
ゐ
に
時
、
青

天
の
露
軍
の
如
〈
に
カ

Y
-
7
Y
が
出
現
し
て
来
た
。
』
と
述
べ
て
ゐ
る
。
翻
っ
て
、
大
戦
以
来
の
我
固
に
於
げ
る
濁

占
産
業
組
織
の
急
激
な
る
興
隆
を
顧
れ
ば
、
右
の
語
は
又
恰
も
我
圃
産
業
界
の
こ
と
に
つ
い
て
言
は
れ
た
も
の
の

如
き
戚
が
あ
る
。

同
抑
々
産
業
界
に
於
て
個
々
に
相
岐
れ

τ罰
立
す
る
諸
企
業
聞
の
濁
存
的
自
由
競
争
を
麿
棄
し
、
何
等
か
の
程
度

調
占
産
業
組
織
の
祉
曾
的
影
響

第
五
披

第
三
十
大
巻

i¥ 

先

己

V
6
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濁
占
産
業
組
織
の
祉
舎
的
影
響

第
三
十
六
巻

第
五
披

i¥. 

丸

に
於
て
生
産
、
販
責
に
劃
す
る
濁
占
的
統
制
躍
を
確
立
せ
ん

k
す
る
組
織
の
結
成
が
一
般
的
擁
行
現
象
と
な
っ
て

来
た
の
は
、
英
、
濁
、
米
を
通
じ
、
個
々
の
例
外
を
除
い
て
言
へ
ば
、
大
韓
い
づ
れ
も
一
八
八

0
年
代
か
ら
の
出

来
事
で
あ
ふ
一
。
一
般
に
資
本
主
義
的
組
織
の
後
蓬
上
、
こ
れ
等
の
諸
国
に
比
べ
て
後
れ
て
出
後
し
た
我
国
の
産
業

昇
に
も
亦
、
右
の
諸
例
よ
り
二
十
数
年
を
隔
て
て
大
戦
時
以
後
に
至
り
、
務
し
く
こ
れ
と
同
様
の
現
象
が
贋
〈
経

験
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
罪
で
あ
る
。

今
、
一
世
曾
の
艦
糟
制
度
一
か
在
有
財
産
的
原
理
の
基
礎
に
立
て
る
限
り
、
個
々
の
猫
立
生
産
業
者
が
其
の
本
来
的

欲
望
と
し

τ、
一
面
に
は
他
の
岡
業
者
の
活
動
ev--束
縛
し
他
面
に
は
自
己
の
放
卑
な
る
自
由
活
動
ヤ
一
確
保
せ
ん
こ

と
を
望
な
の
は
手
工
業
的
組
合
時
代
七
る
と
資
本
主
義
的
時
代
た
る
と
に
よ
っ
て
異
る
所
は
無
い
の
で
あ
ふ
。

然
れ
ど
も
、
佃
々
に
同
業
者
の
封
立
す
る
関
係
に
於
て
、
彼
等
が
右
の
如
き
本
来
的
欲
望
を
完
全
に
満
足
せ
し

め
能
は
引
さ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
無
い
。
そ
こ
で
、
何
等
か
の
妥
協
が
起
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
此
の
安

協
が
現
は
れ
て
、
種
々
な
る
寵
梼
制
度
の
形
態
と
な
る
の
で
あ
り
、
而
し
て
此
の
袋
協
の
内
容
を
過
去
に
於
て
決

定
し
て
来
た
根
源
力
を
如
何
な
る
も
の
に
求
め
る
か
が
艦
持
政
官
蓮
に
劃
す
る
史
観
の
分
岐
貼
と
な
る
と
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
兎
も
角
、
此
の
妥
協
は
手
工
業
的
組
合
時
代
に
於
て
は
組
合
制
度
の
形
態
を
以
て
現
は
れ
た
。
卸
ち

個
々
の
濁
立
生
産
業
者
は
自
己
の
放
嘩
な
る
自
由
活
動
へ
の
欲
望
を
犠
牲
に
し
て
、
他
面
に
於
て
他
の
開
業
者
の

自
由
活
動
の
束
縛
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
所
調
濁
存
的
自
由
競
争
主
義
は
営
時
に
於
け
る
一
般
的
禁
物

と
な
っ
た
。
膿
て
、
手
工
業
的
組
合
経
持
組
織
に
破
綻
が
現
は
れ
、
近
代
資
本
主
義
時
代
に
入
っ
た
の
で
あ

5

2i 日obson，The Evolution 01 modern Capitalism， Chap. VIII. I'j. Liefmann， 
Kartellc， Konzerne und Trust， 8. Aufl. S. 288. ']' lppetl: ， Busin出国 Organiza-
tion and Control. p. 302. 
3) Sombart， Gewerbeweseb， 1. S. 82・



が
、
此
の
場
合
に
、
濁
立
生
産
業
者
に
於
け
る
前
述
の
本
来
的
欲
望
に
つ
い
て
現
は
れ
る
所
の
妥
協
の
内
容
は
又

自
ら
前
時
代
の
も
の
と
異
る
形
態
営
採
っ

h
の
で
あ
る
。
剖
ち
自
由
主
義
的
競
争
制
度
が
こ
れ
で
あ
る
。
手
工
業

的
組
合
経
掛
が
還
っ
て
新
時
代
に
入
れ
石
営
初
に
於
て
、
か
か
る
濁
存
的
自
由
競
争
主
義
の
制
度
が
現
は
れ
た
の

は
個
々
の
濁
立
生
産
業
者
炉
、
飽
〈
無
き
資
本
家
的
利
益
の
追
及
の
震
に
は
前
時
代
の
束
縛
主
義
が
本
質
的
障
害

を
成
す
こ
と
を
認
め
、
而
も
自
己
の
自
由
活
動
の
確
保
の
鴻
に
は
他
の
同
業
者
の
自
由
活
動
を
色
容
認
せ

F
る
を

得
な
い
結
果
と
成
れ
る
に
依
る
。
然
る
に
、
早
期
資
本
主
義
時
代
が
柵
〈
格
h
ノ
て
資
本
の

E
大
な
る
蓄
積
が
起

り
、
手
陣
コ
凡
1
・
ド
信
作
戸
』
た
り
、

A
t
t
-
-
b
一
'
1
J
J
tノ
l
恥
羽

一
而
に
は
相
競
ふ
't
技
術
的
生
産
カ
の
止
む
こ
と
な
さ
改
良
、
班
化
が
行
は
れ
、

他
両
に
は
市
場
占
領
の
簿
に
漉
慨
皆
、
r

跡
事
が
激
化
レ
来
1
0

や
、
利
潤
泊
一
品
川
ー
の
泊
り
日
由
競
争
セ
義
は
八
ー
は
取
に
資

本
の
利
潤
を
低
め
る
に
止
ま
ら
争
、
進
ん
で
費
本
を
破
壊
の
危
険
に
陥
ら
し
め
る
作
用
を
砦
む
も
の
に
成
っ
て
来

九
。
初
め
に
は
責
本
家
的
経
持
執
行
の
内
部
的
本
質
に
最
も
よ
く
趨
躍
す
る
色
の
た

b
し
自
由
主
義
的
競
守
は
今

や
資
本
を
減
却
す
る
害
悪
と
化
し
来
れ
る
罪
で
あ
る
。
か
く
て
、
嘗
っ
て
手
工
業
的
組
合
時
代
の
束
縛
主
義
を
麿

棄
せ
る
産
業
界
は
、
こ
こ
に
於
て
更
に
又
自
由
主
義
的
競
守
を
康
棄
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。
束
縛
主
義

と
自
由
主
義
的
競
守
と
が
併
せ
止
揚
さ
れ
て
生
れ
た
も
の
が
高
度
資
本
主
義
的
産
業
界
に
於
け
る
大
規
模
の
資
本

主
義
的
猫
占
組
織
或
は
新
束
縛
麗
持
の
流
行
現
象
に
外
な
ら
な
い
。

濁
占
的
産
業
組
織
の
結
成
営
費
ら
す
、
資
本
家
の
主
観
的
意
闘
が
或
は
保
護
的
高
率
閥
粧
の
利
用
で
あ
h
、
或

は
好
景
気
の
搾
取
で
あ
り
、
更
に
又
或
は
恐
慌
や
不
況
の
鷲
ら
す
費
本
家
的
厄
難
の
回
避
で
あ
る
に
し
て
も
、
説

濁
占
産
業
組
織
の
枇
含
的
影
響

第
三
十
六
巻

l¥. 

第
五
貌

先4

Liefmann， a. a. O. S. 25. 4) 



街
占
産
業
組
織
の
枇
合
的
影
響

第
三
十
六
巻

八
三
回

第
五
披

九
回

れ
に
も
せ
よ
、
結
局
は
そ
れ
が
同
業
者
の
敷
の
増
加
、
企
業
規
模
の
慣
大
強
化
等
仁
基
〈
所
の
破
壊
的
競
争
の
回

避
或
は
緩
和
の
欲
望
に
踊
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
日
、
産
業
界
の
流
行
的
現
象
と
し
て
我
闘
に
其
の
盛
な

る
興
隆
を
示
し
て
ゐ
る
濁
占
組
織
は
最
格
に
は
種
々
の
種
類
に
分
れ
る
に
せ
よ
、
一
括
し
て
、
総
て
こ
れ
は
高
度

資
本
主
義
的
批
舎
に
於
け
る
、
金
融
資
本
家
、
産
業
資
本
家
の
資
本
家
的
欲
望
か
ら
必
然
的
に
生
れ
出
で
た
産
物

で
め
お
と
言
へ
呂
の
で
J

め
る
。

hr
〈
℃
、
戒
は
政
府
が
か
か
る
濁
占
的
産
業
組
織
の
結
成
を
直
接
、
間
接
に
援
助
す
る
に
つ
い
て
一
吉
ふ
所
の
理

由
と
し
て
、
責
本
家
的
利
盆
の
保
護
以
外
の
事
柄
を
奉
げ
、
或
は
又
資
本
主
義
制
度
と
は
全
〈
其
の
範
曙
を
別
に

す
る
鰹
持
枇
曾
招
徳
の
進
行
と
し
て
の
意
味
に
於
て
費
本
家
以
外
の
人
々
の
聞
に
調
占
組
織
の
興
隆
を
軟
ぷ
者
が

あ
る
と
し
て
も
、
し
か
も
獅
占
組
織
其
の
も
の
は
今
日
の
枇
舎
に
於
て
、
資
本
家
的
利
益
の
保
護
を
以
て
其
の
第

一
義
的
任
務
と
し
て
結
成
さ
れ
て
ゐ
る
僚
た
る
事
買
を
看
過
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

か
く
の
如

t
、
産
業
上
の
濁
占
組
織
は
止
h
u

こ
k
無
き
資
本
家
的
努
カ
が
、
束
縛
的
組
合
制
と
自
由
主
義
的
競

争
制
と
を
止
揚
し
、
其
の
利
盆
追
求
の
震
の
新
た
な
る
手
段
と
し
て
結
成
せ
る
歴
史
的
産
物
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
、

此
の
新
た
な
る
組
織
は
、
此
の
形
態
を
採
れ
る
産
業
的
企
業
業
の
も
の
に
劃
し
て
は
、
障
に
こ
れ
に
よ
っ
て
止
揚

さ
れ
た
る
前
記
の
諸
制
度
に
比
較
し
て
最
も
よ
く
其
の
利
盆
に
遁
膳
す
る
作
用
を
震
す
も
の
た
る
べ
き
こ
と
は
、

一
躍
疑
無
〈
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

然
れ
ど
も
、
今
融
っ
て
、
か
か
る
費
本
家
的
利
盆
追
求
の
新
な
各
手
段
組
織
と
し
て
の
産
業
上
の
濁
占
組
織
を



ば
、
営
該
組
織
内
の
産
業
的
企
業
の
立
場
と
は
異
る
他
の
立
場
か
ら
観
察
す
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
放
射
さ
れ
る
諸
影

響
と
し
て
如
何
な
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

国
よ
り
、
今
日
の
艦
掛
制
度
実
の
も
の
の
基
礎
に
立
も
て
此
の
産
業
上
の
新
組
織
よ
り
放
射
3
れ
る
作
用
を
観

察
す
る
場
合
に
於
て
、
業
の
立
場
左
成
り
得
ペ
き
色
の
は
、
此
の
組
織
を
採
れ
る
所
の
企
業
の
外
に
あ
り
て
色
ー

決
し
て
一
に
し
て
止
る
の
で
は
な
い
。
或
は
一
園
産
業
界
に
於
け
る
生
産
カ
の
消
長
を
立
場
と
し
、
哉
は
金
融
資

本
を
立
場
と
し
、
或
は
濁
占
組
織
に
聾
す
る
原
料
供
給
者
ぞ
立
場
と
し
、
或
は
濁
占
外
の
濁
立
同
業
者
を
立
場
と

し
、
撲
の
他
な
ほ
種
々
な
る
立
場
に
立
ち
て
其
の
影
響
含
観
察
す
ぶ
こ
と
が
出
来
あ
の

除
れ
ど
も
こ
乙
E
は
姑
く
他
の
一
切
の
立
場
を
捕
さ
、
専
ら
濁
内
貨
物
の
珊
買
階
級
及
川
崎
働
階
級
の
一
一
つ
の

階
扱
を
立
場
と
し
て
、
こ
れ
に
劃
す
る
産
業
上
の
濁
占
組
織
の
影
響
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
ゃ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。

二
、
濁
占
貨
物
を
生
産
手
段
と
す
あ
生
産
業
者
の
立
場
か
ら
。

一
概
に
濁
占
貨
物
の
購
買
階
級
と
言
つ
で
も
、
大
別
し
て
三
つ
の
範
曙
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。
某
の
一
は

濁
占
貨
物
を
原
料
其
の
他
庚
〈
其
の
生
産
手
段
と
し
て
購
買
す
る
所
の
企
業
で
あ
る
。
其
の
二
は
濁
占
貨
物
を
直

接
の
轄
貰
物
と
し
て
取
扱
ふ
商
業
的
企
業
で
あ
る
。
業
の
三
は
濁
占
貨
物
を
究
極
的
消
費
の
目
的
に
購
買
す
る
階

級
で
あ
る
。

燭
占
産
業
組
織
。
祉
曾
的
影
響

第
三
十
六
巻

A 

五

第
五
競

丸
子E



濁
占
産
業
組
織
の
枇
合
的
影
響

第
三
十
六
巻

第
五
務

九
ノ，、

八
コ
一
六

今
こ
れ
ら
に
劃
す
る
猫
占
組
織
の
作
用
を
考
察
せ
ん
と
す
る
に
臨
み
、
最
初
に
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の

は
、
事
責
上
濁
占
組
織
が
こ
れ
ら
の
階
較
に
封
し
て
如
何
な
る
影
響
を
奥
へ
て
ゐ
る
か
を
以
て
、
こ
こ
に
直
接
の

問
題
と
成
す
の
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
開
心
す
る
所
の
も
の
は
、
寧
ろ
調
占
組
織
か
ら
と
れ
ら
の
階
級
に

向
っ
て
放
射
8
れ
る
可
能
的
作
用
従
っ
て
一
般
的
作
用
の
何
た
る
か
と
い
ふ
勤
に
外
な
ら
な
い
。

最
初
に
、
満
占
企
業
か
ら
生
産
手
段
な
購
買
す
る
生
産
的
企
業
に
封
す
る
影
響
に
就
い
て
考
へ
ゃ
う
。

燭
占
組
織
は
民
一
の
可
能
崎
作
用
し
」
し
て
、
時
間
の

K
に
於
け
る
其
の
提
供
貨
物
の
慣
格
の
急
激
な
る
撞
動
を
除

〈
の
み
な
ら
中
、
な
ほ
又
、
業
の
債
格
の
場
所
的
、
人
的
均
等
性
を
も
費
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
濁
占
産
業
組
織

は
こ
れ
に
依
っ
て
、
業
の
提
供
濁
占
貨
物
を
生
産
手
段
と
す
る
生
産
業
者
を
し
て
、
其
の
生
産
及
び
販
買
上
に
、

正
確
、
轍
密
な
る
経
済
計
劃
を
立
て
、
こ
れ
に
従
へ
る
行
動
を
買
際
に
行
ふ
こ
と
を
得
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る

が
ゐ
こ
の
こ
と
は
営
該
生
産
企
業
の
粧
梼
航
態
を
安
定
す
る
に
大
な
る
貢
献
を
成
す
。
か
か
る
主
張
は

7
1
プ
マ

ン
其
の
他
多
〈
の
串
者
炉
濁
占
組
織
の
鱒
護
の
震
に
屡
々
繰
返
し
て
来
た
設
の
一
つ
で
あ
る
。

濁
占
貨
物
を
生
産
の
手
段
と
す
る
企
業
炉
、
濁
占
産
業
組
織
よ
り
蒙
る
べ
き
影
響
の
中
に
、
前
越
の
如
き
有
利

な
る
方
面
を
認
め
る
こ
と
は
、
一
底
そ
れ
自
身
と
し
て
誤
り
で
は
な
い
と
言
へ
る
。
し
か
し
、
本
文
に
於
て
は
、

主
と
し
て
、
濁
占
産
業
組
織
の
放
射
す
る
影
響
の
中
に
如
何
な
る
有
害
的
方
面
の
存
す
る
か
を
討
ね
る
こ
と
を
以

て
目
的
と
し
に
い
の
で
あ
る
。
国
よ
り
こ
れ
は
、
此
の
観
察
一
乞
以
て
濁
占
組
織
の
影
響
に
劃
す
る
祉
、
舎
的
封
策
を

得
る
潟
の
手
が
か
り
と
せ
ん
と
す
る
主
観
的
意
圃
に
基
〈
所
で
あ
る
。

1) z. B. Licfmann， Kartel1e， I~onzern und Trust. 7， .A，.ufL S. 136伍



一
般
に
濁
占
組
織
結
成
の
目
的
と
成
れ
る
も
の
は
費
本
家
的
利
盆
の
確
保
に
劃
し
て
障
硬
と
な
り
来
れ
る
分
立

と
競
争
と
の
排
除
で
あ
る
。
其
の
結
果
、
濁
占
組
織
の
採
る
所
の
具
瞳
的
方
策
と
し
て
は
生
産
額
を
調
節
し
、
債

格
を
統
制
し
、
替
業
部
門
販
責
匝
域
の
分
割
的
割
宛
等
が
主
要
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
に
な
お
。
固
よ
り
濁
占
組

織
は
芙
の
組
織
の
カ
に
依
っ
て
、
金
融
的
方
面
に
費
本
費
を
節
約
し
、
管
理
的
方
面
に
人
件
費
を
節
約
し
、
生
産

的
部
面
に
優
秀
な
る
設
備
を
設
け
て
劣
等
な
る
工
場
、
乃
至
設
備
を
休
慶
し
、
販
貰
的
部
面
に
人
件
的
、
物
件
的

な
る
諸
々
の
費
用
を
節
約
し
以
て
一
般
的
に
大
に
生
産
費
を
低
下
せ
し
め
る
可
能
性
を
持
た
ぬ
で
は
な
い
。
市
し

て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
又
現
買
に
濁
占
組
織
の
具
瞳
的
方
策
と
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
事
例
伝
屡
々
認
め
る
こ
と
炉

出
来
る
。
織
れ
ど
も
、
資
本
家
的
制
度
の
下
に
於
い
て
行
は
れ
る
濁
占
組
織
の
結
成
は
、
決
し
て
生
産
費
の
低
下

撲
の
こ
と
を

at究
極
の
一
回
酌
止
す
石
も
の
で
な
い
ー
と
い
ふ
こ
と
を
看
過
せ

5
3
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
費
本
利

潤
の
維
持
、
増
進
こ
ぞ
其
の
第
一
義
目
的
に
外
な
ら
な
い
。
故
に
前
週
の
如
き
諸
々
の
生
産
費
節
約
と
難
色
た
だ

業
の
第
一
義
目
的
に
罰
す
る
手
段
と
し
て
行
は
れ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
手
段
と
し
て
は
か
く
の
如
き

消
極
的
方
面
に
属
す
る
も
の
以
外
に
、
向
ほ
一
層
直
接
的
に
し
て
、
且
つ
行
ひ
易
〈
、
確
貫
性
に
宮
め
る
所
の
積

極
的
方
面
が
存
在
す
る
。
郎
ち
、
債
格
の
維
持
、
吊
上
で
あ
る
。
た
と
へ
濁
占
産
業
組
織
が
其
の
生
産
費
の
低
下

に
依
っ
て
提
供
貨
物
の
債
格
引
下
を
行
ひ
得
ぺ
き
基
礎
的
保
件
を
典
へ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
て
も
、
濁
占
組
織
は

必
し
も
、
現
に
獲
得
し
つ
つ
あ
る
債
格
を
こ
れ
に
操
っ
て
引
下
ぺ
き
何
等
か
の
強
制
を
受
け
る
も
の
で
は
な
く
、

況
や
又
濁
占
組
織
に
於
け
る
生
産
費
の
低
下
が
常
に
容
易
に
賞
現
せ
ら
れ
得
ベ
き
-
も
の
で
も
な
い
。
而
色
、
他
方

濁
占
産
業
組
織
の
枇
曾
的
影
響

第
三
十
六
巻
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に
於
て
濁
占
組
織
の
有
す
る
債
椅
統
制
力
は
こ
れ
に
於
け
る
本
質
的
志
義
を
有
す
る
。
勿
論
こ
れ
に
劃
し
て
、
又

種
々
な
る
制
約
の
加
は
り
来
る
こ
と
を
無
頑
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
可
な
り
虞
い
範
固
に
於
い
て
、
債
絡
に

闘
す
み
濁
裁
的
統
制
力
を
有
す
る
こ
と
は
嫡
占
組
織
の
本
質
的
要
件
で
あ
る
。
猫
占
組
織
の
有
す
る
調
外
的
影
響

に
関
す
る
考
案
上
、
此
の
貼
は
最
も
重
要
な
る
意
義
の
存
す
る
所
で
あ
る
。
慨
に
濁
占
組
織
が
費
本
家
的
利
益
の

震
に
都
合
よ
き
様
に
其
の
販
買
債
格
を
濁
裁
的
に
統
制
し
特
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
一
般
的
じ
見
る

限
り
、
相
岬
占
貨
物
に
つ
い
亡
は
、
到
底
自
由
競
争
主
義
的
市
場
胸
係
の
下
に
C
現
ほ
れ
難
き
瞳
度
の
高
慣
格

M
層

々
成
立
す
べ
き
可
能
性
の
存
す
る
こ
L
」
が
認
め
ら
れ
る
。

故
に
、
濁
占
貨
物
を
生
産
手
段
と
す
る
生
産
業
者
は
自
ら
も
亦
濁
占
組
織
を
結
成
し
、
或
は
其
の
他
の
方
法
を

以
て
、
其
の
生
産
手
段
に
於
け
る
濁
占
的
高
債
格
の
不
利
盆
を
、
自
己
の
生
産
物
の
購
買
者
に
輔
嫁
し
去
る
こ
と

を
得
る
に
歪
ら
ゴ
る
限
り
は
、
彼
等
は
某
の
生
産
手
段
に
閲
す
る
濁
占
組
織
の
結
成
の
潟
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
自

由
競
争
主
義
的
市
場
開
係
の
成
立
し
て
ゐ
る
場
合
に
得
べ
き
所
の
利
盆
を
失
ふ
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
更
に

6

深
〈
考
へ
る
な
ら
ば
、
調
占
貨
物
を
生
産
手
段
と
す
る
生
産
業
者
が
自
己
の
濁
占
組
織
其
の
他
の
方
法
に
て
得
る

に
至
る
べ
き
利
盆
な
る
も
の
は
、
本
来
.
其
の
生
産
手
段
に
就
い
て
濁
占
組
織
が
成
立
し
て
ゐ
る
と
否
と
に
不
拘

し
て
得
ら
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
既
に
生
産
手
段
に
つ
い
て
濁
占
的
高
債
格
を
課
せ
ら
れ
る
限
り
、
ぞ
れ
だ

げ
の
彼
等
の
不
利
は
結
局
こ
れ
を
永
久
に
回
復
し
得
F
る
も
の
と
見
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
農
業
的
生
産
業
者
は
裳

の
生
産
上
に
濁
占
組
織
を
結
成
す
る
こ
と
比
較
的
困
難
な
る
矯
め
、
肥
料
業
の
他
の
生
産
手
段
に
閥
す
る
濁
占
組



撤
に
依
り
特
殊
の
不
利
盆
を
蒙
る
べ
き
危
険
が
殊
に
顛
著
に
現
は
れ
る
。
動
へ
彼
等
が
人
口
構
成
上
に
重
要
な
る

地
佐
を
占
め
て
ゐ
る
場
合
に
於
て
は
、
濁
占
産
業
組
織
に
依
っ
て
放
射
さ
れ
る
此
の
種
の
脅
威
は
一
園
の
鰹
梼
繭

枇
上
に
重
大
な
る
意
義
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
濁
占
貨
物
よ
り
起
こ
る
所
の
以
上
の
如
き
不
利
盆
は
、

濁
占
産
業
組
織
が
高
宰
の
轍
入
関
税
を
障
壁
と
し
て
、
差
等
的
債
格
政
策
を
採
り
、
圏
外
市
場
に
費
し
て
は
所
謂

投
貰
債
格

(
F
E
E仔
『
勺
門
町
一
回

)
T以
で
臨
み
、
民
封
に
囲
内
市
場
に
於
て
は
一
一
唐
特
段
な
る
高
慣
格
を
維
持
す
る

場
合
に
於
て
愈
々
激
化
し
て
来
る
の
で
あ
る
。

縄
占
貨
物
を
生
産
手
段
と
す
る
生
産
業
者
炉
、
濁
占
組
織
の
結
成
に
よ
っ
て
薬
る
所
の
不
利
益
は
官
に
、
前
地

の
加
古
生
成
平
院
の
湖
h
t

門
的
商
慣
秘
の
維
持
か
ら
来
る
べ
き
・
も
の
の
み
で
は
な
レ
。
調
占
組
織
は
自
己
の
管
業
上

の
都
合
の
鴻
に
は
、
時
と
し
て
、
従
来
市
場
に
提
供
し
来
れ
名
貨
物
の
中
に
て
或
る
種
の
も
の
の
販
寅
を
一
時
休

止
し
、
或
は
又
自
己
に
於
け
る
何
等
か
の
事
情
に
依
っ
て
、
遁
々
特
定
品
質
の
貨
物
を
顧
客
た
る
生
産
業
者
に
供

給
し
得
rc
る
場
合
に
於
て
も
、
業
の
顧
客
が
こ
れ
に
つ
い
て
他
の
企
業
か
ら
供
給
を
受
け
る
こ
と
を
何
等
か
の
方

法
に
て
妨
害
す
る
等
の
こ
と
が
起
り
得
る
と
考
へ
ら
れ
も
。
濁
占
組
織
が
カ
U
Y
-
プ

Y
的
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、

管
業
部
門
乃
至
は
販
頁
市
場
に
つ
い
て
分
割
的
措
営
を
協
定
す
る
が
如
き
時
に
右
の
脅
威
は
特
に
顕
著
で
あ
る
。

一
二
、
中
間
商
業
者
の
立
場
か
ら
。

前
時
代
の
鰹
棒
組
織
印
ち
都
市
経
捕
が
近
代
国
民
経
済
へ
と
推
移
、
組
型
選
し
来
れ
る
嘗
初
に
於
て
其
慮
に
現
は

濁
占
産
業
組
織
の
社
合
的
影
響

第
三
十
六
巻
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九
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五
時
馴

九
九
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掲
占
産
業
組
織
の
枇
舎
的
影
響

第
三
十
六
巻

八
四
O

第
五
競
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O 

れ
た
頴
若
な
る
特
徴
の
一
は
、
工
業
生
産
物
が
其
の
生
産
の
前
後
に
於
て
多
数
の
極
構
主
轄
の
手
を
轄
々
移
動
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
ふ
所
に
あ
る
と
言
へ
る
。
而
し
て
此
の
轄
々
移
動
の
仲
介
職
能
を
替
利
の
手
段
と
し
て
自

己
の
責
任
に
於
て
倍
h
u
所
の
中
間
商
業
者
な
る
新
階
級
が
新
た
に
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
と
へ
、
都
市
経

持
の
時
代
に
於
て
も
小
貰
商
人
及
び
卸
責
商
人
を
見
た
る
こ
と
疑
無
き
所
と
し
て
も
、
そ
は
全
〈
例
外
的
事
象
で

あ
っ
十
い
の
で
あ
る
。
近
代
同
氏
粧
掛
の
時
代
l
於
て
新
土
に
一
般
的
に
現
は
れ
て
来
十
九
此
の
中
間
商
人
階
級
の
一
般

品
問
的
職
能
'
位
以
て
岬
事
情
に
、
国
民
絹
川
崎
上
有
害
抑
制
品
伎
は
る
も
の
と
断
定
ぜ
ん

B
t
T
る
見
解
が
あ
ふ
。

h
r
t
r
、
産

業
上
の
濁
占
組
織
な
る
も
の
は
、
か
か
る
中
間
的
商
業
者
を
排
除
、
消
滅
せ
し
め
た
所
に
其
の
功
績
が
認
め
ら
れ

る
と
主
張
す
る
が
如
き
議
論
争
}
見
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
軍
に
、
近
代
国
民
極
構
の
中
に
成
立
せ
る
中
間
的

商
業
者
の
階
級
が
現
賞
に
存
在
し
て
ゐ
る
事
責
を
認
め
、
こ
れ
に
費
し
て
一
般
に
濁
占
産
業
組
織
が
如
何
な
る
影

響
を
奥
ふ
べ
き
傾
向
の
存
す
る
か
を
考
察
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

中
間
商
人
に
劃
す
る
濁
占
産
業
組
織
の
影
響
を
考
察
す
る
者
の
中
に
は
、
専
ら
こ
れ
を
襲
観
的
見
地
に
立
ち
て

論
争
る
人
も
あ
る
。
ポ
-
一
コ
ク
ス
キ

1
の
見
解
は
中
に
も
特
に
頴
著
で
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
高
度
に
稜
展
せ
る
調
占
組
織
は
中
間
商
人
に
濁
し
て
究
の
如
き
利
盆
を
奥
へ
あ
。
卸
ち
、
中
間

商
人
は
、
こ
れ
に
劃
し
て
取
扱
商
品
ぞ
貰
渡
す
べ
き
産
業
的
企
業
の
上
に
強
大
な
る
濁
占
組
織
が
結
成
さ
れ
る
場

合
に
は
、
業
の
取
扱
商
品
の
買
入
債
格
及
び
其
の
他
の
懐
件
に
つ
い
て
彼
の
同
業
者
会
瞳
と
金
〈
卒
等
の
地
位
に

置
か
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
じ
官
ら
確
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ぞ
れ
故
、
彼
は
官
己
の
管
業
を
確

Kaτ1 Bucher， Die ・~nl~tehung der Vo日目wirtscnaft..]7， '"A '~lfi. s. ，:II~r H. 
K. Bucher， a. a. O. SS. 日5~126.
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賓
な
る
計
算
に
操
っ
て
替
み
、
徒
に
其
の
販
貰
上
無
盆
な
る
競
争
を
試
み
、
顧
客
の
術
策
に
乗
ぜ
ら
れ
て
、
得
ら

る
べ
か
り
し
利
益
を
も
犠
牲
に
供
す
る
が
如
き
こ
と
免
れ
得
る
。
こ
れ
は
、
産
業
的
企
業
の
上
に
確
固
た
る
統
制

が
存
在
せ
宇
、
其
の
矯
め
中
間
商
人
は
各
自
に
其
の
取
扱
商
品
の
供
給
者
よ
り
奥
へ
ら
れ
た
る
仕
入
債
格
式
の
他

の
保
件
に
就
い
て

E
に
他
に
封
す
る
疑
心
を
抱
き
、
其
の
結
果
は
顧
客
に
罰
す
る
関
係
上
、
相
宰
ゐ
て
無
益
な
る

不
安
定
の
競
争
脱
蟻
に
階
る
こ
と
を
見
れ

F
る
場
合
に
比
較
す
れ
ば
、
中
間
商
人
に
費
し
て
著
し
き
刺
盆
を
成
す

と
言
ふ
の
で
あ
る
凶
ポ
ニ
ヨ
タ
ス
キ

1
に
依
っ
て
右
の
却
〈
、
中
間
商
人
の
活
め
に
利
盆
な
ち
と
さ
れ
た
所
の
調

占
産
業
組
織
の
作
用
は
、

著
服
の
方
向
eT
具
に
す
れ
ば
恰
も
そ
れ
が
、
中
間
商
業
者
の
矯
め
じ
極
め
て
危
険
な
る

影
響
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
ο

即
ち
ポ
ユ
コ
ク
バ
キ

1
M中
間
商
人
の
矯
め
に
川
雄
な
り
と
刊
る
所

ω

も
の
は
、
正
に
濁
立
職
業
と
し
て
の
商
業
が
濁
占
産
業
組
織
の
援
連
と
共
に
如
何
に
成
り
行
く
ぺ
き
か
と
い
ふ
国

民
鰹
持
上
の
重
大
問
題
と
関
係
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
問
題
の
考
察
に
つ
い
て
は
既
に
多
〈
の
奉
者
に
よ
っ
て

指
摘
容
れ
て
ゐ
る
如
く
、
会
〈
悲
観
的
結
論
に
踊
著
せ

F
る
を
得
な
い
。
印
ち
産
業
上
の
潤
占
組
織
の
後
遺
と
共

に
、
中
間
商
業
者
の
濁
立
的
地
位
と
其
の
勢
力
と
は
衣
第
に
衰
へ
行
き
て
、
生
産
業
者
に
塵
倒
せ
ら
れ
、
還
に
は

固
有
の
中
間
商
業
者
の
名
を
以
て
呼
ぴ
難
き
地
位
に
迄
押
し
落
さ
れ
て
、
濁
占
産
業
者
の
使
用
人
と
業
の
本
質
的

意
義
を
異
に
せ

F
る
に
至
る
が
、
甚
し
き
は
全
〈
職
を
夫
ふ
ま
で
に
及
ぶ
で
あ
ら
う
。
或
は
、
こ
こ
に
中
国
商
人

の
代
理
底
化
の
傾
向
め
り
と
い
ふ
こ
と
も
出
来
る
で
あ
ら
う
。

中
間
商
業
者
に
劃
す
る
濁
占
産
業
組
織
の
座
遁
は
雷
に
此
の
程
度
に
止
ま
る
志
の
で
は
な
い
。
進
ん
で
は
実
の

猫
占
産
業
組
織
の
祉
曾
的
影
響

第
一
一
一
十
大
巻

第
五
時
車

O 

i¥. 
四
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濁
占
産
業
組
織
の
枇
合
的
影
響

第
三
十
六
港

第
五
時
嗣

A 
四

O 

原
料
の
買
入
に
就
き
或
は
又
某
の
製
品
の
販
買
に
就
い
て
、
内
外
の
市
場
に
於
い
て
全
然
、
濁
立
替
業
者
と
し
て

の
中
間
商
人
を
排
除
す
る
に
至
る
の
で
あ
名
。

い
づ
れ
に
し
て
も
、
猫
占
産
業
組
織
の
後
遺
に
件
ひ
、
中
間
商
業
者
は
先
づ
最
初
に
こ
れ
に
依
っ
て
、
自
由
競

争
市
場
に
於
い
て
な
せ
る
如
〈
生
産
業
者
の
聞
の
競
争
関
係
営
利
用
し
て
交
互
に
こ
れ
や
-
腫
品
し
、
以
て
自
己
の

錦
に
有
利
な
る
買
入
を
な
す
の
便
宜
と
利
盆
左
を
止
〈
ふ
の
で
あ
る
。
や
が
て
謹
ん
で
満
占
廃
業
組
織
の
勢
力
協
愈

々
艦
大
強
化
す
る
に
至
れ
ば
中
間
商
業
者
の
濁
立
性
は
盆
々
顛
著
に
侵
害
3
れ
て
、
後
者
は
其
の
仕
入
債
格
其
の

他
の
傑
件
に
闘
し
全
〈
前
者
に
劃
す
る
封
抗
性
を
失
ひ
従
来
得
来
り
し
所
の
葉
の
利
盆
は
今
や
濁
占
組
織
に
よ
っ

て
略
取
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
め
ら
う
。

抑
々
.
生
産
業
者
と
商
業
者
と
の
聞
に
於
け
る
生
産
物
利
潤
の
分
割
閥
係
は
雨
者
の
勢
力
の
優
劣
関
係
如
何
に

依
っ
て
定
ま
る
の
で
あ
る
ω
今
こ
れ
を
責
本
家
的
世
舎
に
於
け
あ
歴
史
的
援
展
上
に
概
観
す
れ
ば
、
初
め
に
生
産

業
者
は
全
〈
商
業
資
本
家
の
従
属
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
其
の
後
衣
第
に
勢
力
を
伸
張
し
て
、
膿
て
封
抗
的
地
位

を
占
め
る
様
に
な
っ
た
。
障
に
濁
占
産
業
組
織
が
結
成
さ
れ
る
様
に
な
れ
ば
中
間
商
業
者
を
全
〈
自
己
の
隷
属
的

地
位
に
押
し
落
す
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
い
て
、
生
産
物
利
潤
の
分
割
開
係
は
る

τ最
初
と
顛
倒
し
、
中

間
商
業
者
は
結
局
自
己
の
濁
立
的
地
位
を
維
持
し
得
べ
き
程
の
利
潤
を
亨
け
特
eさ
る
こ
・
と
に
な
る
。
中
間
商
人
に

及
ぶ
所
の
右
の
却
き
獅
占
組
織
の
悪
影
響
は
、
中
間
商
人
が
調
占
的
高
債
格
を
他
に
韓
嫁
し
得
，
さ
る
場
合
に
於
て

特
に
顕
著
に
現
は
れ
名
。
ポ

1ν
は
、
濁
占
産
業
組
織
が
、
従
来
自
由
競
争
市
場
仁
て
中
間
商
人
の
得
来
れ
る
剥

.:8) Gr()ssmann， Da詰sAklζ<.kl口叩1
t白schenSystems. S. 349 ff. 
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盆
の
分
け
前
に
劃
す
る
嫉
妬
に
其
の
成
立
の
動
機
が
有
る
と
言
ム
。
濁
占
結
成
者
の
主
観
的
動
機
に
つ
い
て
右
の

如
き
観
察
が
妥
営
す
る
や
否
や
を
聞
は
子
、
調
占
産
業
組
織
の
中
間
商
業
者
に
費
す
あ
客
観
的
影
響
と
し
て
は
、

前
週
の
如
く
、
ι

商
業
的
利
潤
の
幅
が
全
〈
生
産
業
者
に
よ
っ
て
統
制
せ
ら
れ
、
極
端
に
縮
少
せ
し
め
ら
れ
る
も
の

な
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
中
間
商
人
に
費
し
て
縄
占
組
織
の
放
射
す
る
不
利
盆
の
影
響
は
、
調
占
組

織
が
中
間
商
業
的
職
能
の
介
在
を
全
然
排
除
す
る
に
至
っ
て
極
ま
る
の
で
あ
る
。
濁
占
組
織
の
結
成
に
よ
っ
て
生

産
企
業
の
規
模
が
蹟
大
、
強
化
す
る
に
至
れ
ば
、
其
の
原
料
の
仕
入
じ
就
い
て
、
業
の
製
品
の
販
買
に
就
い
て
直

替
機
閥
@
活
動
が
起
h
J
、
中
間
商
業
者
の
存
在
が
許
さ
れ
ゴ
る
に
至
る
傾
向
の
踊
箸
に
見
ら
れ
る
ん
)
い
ふ
こ
と
は

近
時
、
高
度
に
後
謹
せ
る
資
本
主
義
諸
国
に
於
い
て
通
有
な
る
重
要
現
象
の
一
で
あ
る
。

回
、
消
費
階
級
の
立
場
か
ら
。

濁
占
産
業
組
織
の
影
響
を
蒙
る
立
場
と
し
て
、
人
口
中
に
最
も
慶
大
な
る
部
分
を
占
め
る
色
の
は
消
費
階
級
の

立
場
で
あ
る
。
而
し
て
、
消
費
階
部
帆
に
劃
す
る
濁
占
産
業
組
織
の
影
響
如
何
の
問
題
は
結
局
は
濁
占
的
消
費
貨
物

の
債
格
決
定
の
方
向
如
何
の
問
題
に
蹄
す

L
。

生
産
費
を
償
は
ぎ
る
債
格
を
以
て
す
る
貨
物
の
消
費
が
纏
績
的
に
行
は
れ
〉
ば
、
結
局
は
生
産
力
の
破
滅
を
招

〈
に
至
る
べ
き
理
で
あ
る
が
、
さ
り
と
て
又
、
何
が
異
に
生
産
費
矛
償
ひ
得
て
而
色
遁
営
公
正
な
る
債
格
な
る
や

を
具
瞳
的
に
決
定
す
る
は
決
し
て
容
易
の
こ
と
で
は
な
い
。
加
之
、
箇
々
の
消
費
者
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
債
格

濁
占
産
業
組
織
の
祉
曾
的
影
響

第
五
時
現

第
三
十
六
巻

入
四
三

O 
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濁
占
産
業
組
織
の
社
合
的
影
響

第
三
十
六
血
管

O 
四

第
五
披

八
四
四

の
安
き
だ
け
そ
れ
だ
け
営
面
の
現
賓
的
利
益
た
る
は
明
か
で
あ
る
。
斯
様
な
閥
係
の
下
に
於
い
て
、
濁
占
組
織
炉

消
費
階
級
の
立
場
に
及
ぽ
す
影
響
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
だ
ら
う
か
。

濁
占
産
業
組
織
が
濁
占
的
消
費
貨
物
の
債
格
に
及
ぼ
す
影
響
に
開
し
、
こ
‘
れ
を
柴
観
的
に
解
稗
す
る
色
の
が
め

る
。
即
ち
濁
占
産
業
組
織
は
資
本
家
的
牧
盆
力
の
維
持
、
焼
復
と
い
ふ
目
的
の
達
成
の
矯
め
に
は
組
織
の
カ
に
依

っ
て
諸
々
の
方
面
に
於
け
る
生
産
提
簡
約
の
手
段
に
操
&
念
特
ぺ
〈
.
必
し
も
債
格
品
上
の
惜
喝
を
執
る
を
要
し
な

い
と
言
ふ
の
で
め
る
。

而
し
て
、
買
際
に
濁
占
組
織
結
成
の
結
果
と
し
て
菅
に
債
格
の
吊
上
が
析
は
れ
r
d
h
J
し
の
み
な
ら
争
、
反
曹
に

自
由
競
争
市
場
に
於
け
る
嘗
時
よ
b
も
英
れ
が
引
下
げ
ら
れ
た
事
例
が
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。

濁
占
組
織
が
組
織
の
力
に
依
っ
て
、
金
融
費
、
原
料
買
入
費
の
上
に
大
量
調
達
に
基
〈
節
約
を
行
ひ
、
生
産
技

術
の
改
善
に
依
っ
て
製
造
上
の
技
術
的
合
理
化
を
賓
現
し
、
販
頁
過
程
の
統
制
に
依
っ
て
販
寅
人
件
費
、
贋
告
費

運
搬
費
、
等
を
整
理
し
、
斯
く
て
金
生
産
費
上
に
砂
か
ら
rc
ろ
節
約
営
鷲
ら
し
得
る
こ
と
は
疑
無
き
所
で
あ
っ

て
、
皐
者
も
亦
こ
れ
を
認
め
て
ゐ
る
。

然
れ
ど
も
.
費
本
家
的
世
舎
の
産
物
た
あ
濁
占
組
織
は
、
其
の
本
質
を
維
持
す
る
限
・
旬
、
生
産
費
の
節
約
を
以

で
こ
れ
が
究
極
の
目
的
と
な
す
も
の
で
は
な
〈
、
牧
盆
カ
の
維
持
、
快
復
‘
増
進
こ
ぞ
こ
れ
が
唯
一
の
第
一
義
目

的
な
る
こ
と
既
に
言
及
せ
あ
所
で
め
る
。
ぞ
れ
故
、
た
と
へ
生
産
費
の
節
約
が
行
は
れ
で
も
、
直
ち
に
こ
れ
に
従

っ
て
債
格
の
引
下
を
行
ふ
べ
き
も
の
と
は
限
ら
争
、
こ
れ
と
共
に
又
他
の
手
段
た
る
債
格
の
引
上
が
併
せ
行
は
れ
る

2) iiO加 bunιDenkschrift)Z町 F阻 geder 1町田C.l叫 cnKartellierung， S. 19 
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に
至
る
べ
き
こ
と
、
容
易
に
時
易
き
理
で
あ
る
の
み
な
ら
争
、
現
に
多
〈
の
濁
占
組
識
に
つ
い
て
事
費
上
目
撃
さ

れ
る
所
で
あ
る
。
否
、
今
、
生
産
費
の
要
素
と
し
て
、
前
述
の
如
き
諸
々
の
比
例
費
の
み
に
著
眼
せ
歩
、
近
代
産

業
設
備
に
於
け
る
生
産
費
の
構
成
上
に
決
定
的
影
響
を
及
ぽ
す
可
能
性
を
有
す
る
所
の
恒
常
費
に
つ
い
て
見
れ

ぱ
、
濁
占
組
織
の
常
用
す
石
組
織
的
操
短
に
依
っ
て
起
る
所
の
生
産
費
の
膨
脹
は
到
底
、
比
例
費
の
節
約
分
に
て

こ
れ
を
差
引
き
し
得
ま
る
が
如
き
程
度
に
及
ぶ
。
濁
占
組
織
の
債
格
政
策
は
一
方
に
於
て
比
例
畏
上
に
節
約
九
智
行

び
乍
ら
、
他
酉
に
於
て
債
格
の
維
持
又
は
引
上
の
翁
め
に
行
ふ
所
の
操
短
の
結
果
生
や
る
‘
か
く
の
如
き
笹
常
費

上
の
膨
眠
中
智
補
償
し
件
ん
掛
川
め
、
砂
品
々
以
工
高
債
格
の
貫
現
に
向
は
.5
る
を
符
ぬ
の
で
あ
る
。
組
側
占
産
業
組
織
の

債
格
暁
策
の
捕
県
と
し
て
也
や
る
附
加
の
、
体
嶋
崎
過
剰
設
備
は
Y

斑
ら
に
新
に
に
生
産
掃
の
膨
脹
伝
活
鵡
じ
、
以
℃

反
射
的
に
こ
れ
が
債
格
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
す
結
果
は
、
累
進
的
に
高
債
格
の
賓
現
に
向
っ
て
拍
車
の
加
へ
ら
れ

る
に
至
る
べ
き
必
然
性
の
存
す
る
乙
と
は
此
の
場
合
特
に
注
意
を
要
す
る
の
で
あ
忍
。

臨
時
産
業
合
理
局
は
、
原
債
を
下
廻
る
市
場
債
格
の
低
下
は
産
業
行
政
の
見
地
か
ら
こ
れ
を
抑
止
す
べ
き
色
の

で
あ
る
と
す
る
見
解
を
述
べ
て
ゐ
ふ
。
併
し
、
具
瞳
的
に
何
が
原
債
た
る
か
は
常
識
の
想
像
す
る
が
如
〈
自
明
の

も
の
に
非
る
が
故
に
、
右
の
意
見
も
果
し
て
何
を
内
容
と
す
る
か
。
端
的
に
こ
れ
を
批
評
す
る
は
安
営
で
な
い

が
、
若
し
臨
時
産
業
合
理
局
が
設
備
業
の
他
よ
り
起
る
恒
常
費
も
亦
比
例
費
と
共
に
生
産
原
債
の
内
容
を
成
す
べ

き
も
の
と
心
得
て
ゐ
る
色
の
で
あ
る
と
仮
定
す
る
限
h
J
・
濁
占
組
織
の
債
格
政
策
取
締
上
の
見
解
と
し
て
、
前
通

せ
る
同
局
の
所
見
は
甚
だ
輯
卒
の
識
を
兎
れ
ま
る
べ
き
・
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
費
本
家
的
企
業
に
於
て
、

濁
占
産
業
組
織
白
祉
曾
的
影
響

第
五
時
現

第
三
十
大
巻

八
四
五

O 
五
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第
三
十
六
巻

無
計
劃
な
る
替
利
行
動
に
基
き
過
剰
の
休
眠
設
備
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
よ
り
生
守
る
過
大
な
る
生
産
費
を
濁
占
組

織
が
組
織
の
力
に
よ
っ
て
消
費
階
級
に
轄
嫁
せ
ん
と
す
る
場
合
に
政
府
が
こ
れ
を
援
助
、
支
持
す
る
が
如
き
態
度

と
措
置
に
出
で
る
こ

k
は
果
し
て
安
官
な
る
産
業
行
政
的
見
地
と
言
は
み
べ
き
か
。
轄
卒
に
断
定
し
得
べ
き
所
で

濁
占
産
業
組
織
の
枇
曾
的
影
響

第
五
就

八
四
六

O 
7t 

無
い
か
ら
で
あ
る
。

前
ほ
豆
、
企
業
の
計
算
と
し
て
は
、
調
占
組
織
の
結
成
以
前
に
於
て
、
こ
れ
ぞ
業
の
結
成
以
後
に
比
較
す
れ
ば

よ
り
高
き
生
虐
殺
ど
慢
し
服
だ
り
し
困
レ
ピ
b
、
北
の
よ
り
商
事
生
産
殺
は
杭
々
.
而
し

τ不
山
仙
川
加
慌
時
に
は
常

に
、
決
し
て
自
由
競
争
市
場
に
在
り
で
は
、
完
全
に
債
格
と
し
て
現
は
れ
得
。
さ
り
し
・
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
濁

占
組
織
に
よ
る
生
産
費
の
節
約
が
行
は
れ
で
も
、
其
の
事
自
瞳
は
消
費
階
統
一
か
こ
れ
に
依
っ
て
自
由
競
争
市
場
に

於
て
得
る
こ
と
能
は
ま
り
し
利
益
を
債
格
の
上
に
奥
へ
ら
れ
る
も
の
と
帥
断
せ

F
る
が
潟
め
に
注
意
す
べ
き
所
で

め
る
。
抑
々
食
料
品
産
業
に
つ
い
て
濁
占
組
織
の
結
成
さ
れ
る
こ
と
は
一
般
に
甚
だ
大
な
る
困
難
を
伴
ふ
か
ら
、
組
側
占

組
織
に
依
っ
て
不
利
盆
を
蒙
る
消
費
者
は
た
だ
有
一
繭
階
扱
に
限
あ
と
言
ム
者
が
あ
ム
。
こ
れ
は
諸
種
の
財
貨
の
債

格
の
有
機
的
相
互
影
響
を
無
視
し
、
且
つ
消
費
財
の
使
用
に
つ
い
て
極
端
な
る
階
扱
別
的
種
類
を
立
て
た
る
見
解

と
し
て
勿
論
賛
す
べ
き
隈
で
は
な
い
。
と
も
か
く
も
、
満
占
産
業
組
織
に
よ
っ
て
、
消
費
階
級
が
消
費
貨
物
の
貨

物
を
通
じ
て
其
の
利
盆
の
上
に
敏
戚
な
忍
侵
害
を
蒙
り
易
き
も
の
で
、
め
る
こ
と
は
夙
に
多
〈
の
皐
者
が
こ
れ
を
指

摘
せ
る
所
で
あ
り
、
一
般
的
傾
向
と
し
て
は
漫
に
こ
れ
に
向
っ
て
異
読
を
唱
へ
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
め
る
u

5) Dobletsberger， Konkurenz und monopol in der gegeuwiirti;~er Wi山 chan.S 
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五
、
揮
働
階
級
の
立
場
か
ら
。

こ
こ
に
雌
労
働
階
統
と
い
ふ
は
産
業
資
本
に
向
っ
て
自
己
の
叫
労
働
力
を
貰
り
、
其
の
劃
債
を
獲
得
し
て
生
活
す
る

者
と
し
て
理
解
さ
れ
る
一
世
曾
屠
の
こ
と
で
め
る
。
勢
働
階
部
帆
を
成
す
人
口
部
分
は
他
面
に
は
又
勿
論
消
費
階
級

に
麗
す
る
の
で
め
る
が
、
彼
等
を
勢
働
階
級
と
し
て
観
察
す
る
本
項
の
考
察
に
於
て
は
、
専
ら
こ
れ
を
勢
働
報
酬

の
稼
得
者
と
し
て
の
意
義
に
於
て
の
み
論
義
の
封
象
と
な
す
の
で
あ
る
。

濁
占
組
織
の
影
響
に
闘
す
る
論
議
の
中
に
で
も
持
働
階
級
に
閥
す
る
影
響
の
問
題
は
格
始
就
中
最
も
熱
心
な
る

興
味
?
以
で
取
扱
は
れ
T
来
十
…
。
而
も
，

乙
れ
い
劃
し
て
は
も
前
世
紀
の
八
十
年
代
よ
り
今
日
ド
至
る
ま
で
も
引

績
き
相
劃
立
す
る
見
解
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。

印
ち
、
古
〈
は
ク
ラ
イ
ン
グ
エ
ヒ
タ

1
や
プ
レ
ン
タ
ノ
等
よ
り
延
〈
は
-Y
ム
カ

Y

ス
年
に
至
る
ま
で
、
濁
占
産

業
組
織
が
崎
労
働
階
扱
に
劃
し
て
勢
働
傍
件
改
善
の
作
用
を
な
す
と
論
や
る
者
が
一
方
に
有
る
。
こ
れ
等
の
論
者
に

懐
れ
ば
濁
占
産
業
組
織
は
髄
に
企
業
の
翁
に
こ
れ
が
基
礎
を
輩
聞
に
し
、
生
産
物
の
債
格
の
急
激
な
る
騰
落
を
急

ヤ
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
か
か
る
企
業
上
の
功
徳
は
他
面
に
は
又
惹
い
て
勢
働
階
経
に
も
反
射
す
る
こ
と
に
な

h
、
勢
賃
其
の
他
の
帥
労
働
俸
件
の
改
善
を
鷲
ら
し
、
併
せ
て
就
業
の
機
曾
を
安
定
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ

の
で
あ
る
。

即
ち
ク
ラ
イ
ン
グ
エ
ヒ
タ

1
は
衣
の
如

i
に
言
ふ
。
無
統
制
的
自
由
競
争
の
波
浪
の
中
に
於
て
興
巴
浮
沈
常
無

濁
占
産
業
組
織
の
枇
含
的
影
響

第
三
十
六
巻

八
四
七

第
五
披

O 
-じ
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田
明
占
産
業
組
織
の
社
合
同
的
影
響

第
三
十
六
巻

八
四
八

第
五
就

O 
，¥. 

き
企
業
の
蓮
命
は
聴
て
叉
同
時
に
勢
働
者
の
運
命
に
外
な
ら
ぬ
が
、
此
の
矯
め
彼
等
が
一
朝
街
頭
に
失
業
の
身
含

曝
す
こ
と
に
な
れ
ば
、
止
む
を
得
宇
如
何
な
る
僚
件
を
以
て
な
り
と
も
就
職
の
機
舎
を
覚
め

F
る
を
得
自
に
至

る
。
而
し
て
、
こ
れ
が
勢
働
時
件
の
低
落
悪
化
の
原
因
止
な
る
の
で
あ
る
が
、
調
占
組
織
が
結
成
さ
れ
て
企
業
の

地
位
が
安
定
す
れ
ば
、
勢
働
者
も
亦
自
ら
、
治
の
如
き
憂
き
目
を
免
れ
得
る
様
に
成
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
ラ
ム

j

y

バ
も
亦
湖
出
組
織
が
部
慌
時
に
於
ー
も
去
の
生
産
物
の
債
格
の
激
務
を
防
ぎ
、
以
て
勢
質
の
下
落
ぞ
阻
止
し

戒
は
こ
れ
佐
緩
和
す
る
も
の
ぜ
あ
る
l
t
問
視
く
。
出
の
外
叉
b

加
仰
い
ぽ
組
織
下
に
於
け
り
ω
持
貨
の
勝
賞
ヤ
一
市
す
所
の
b
J
Y

敷
の
賓
際
的
事
例
を
奉
げ
て
、
勢
働
階
経
に
封
す
る
濁
占
組
織
の
有
利
な
る
影
響
を
貫
語
ぜ
ん
と
す
る
者
も
め

る
。
抑
1
勢
賃
の
騰
落
は
極
め
て
多
敷
の
要
素
に
支
配
さ
れ
て
現
は
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
へ
統
計
的
表

一
不
を
以
て
、
濁
占
組
織
下
に
於
け
る
名
目
勢
賃
の
騰
貴
せ
る
貫
際
的
事
例
を
皐
げ
た
り
L
」
て
、
そ
れ
が
直
ち
に
潤

占
組
織
の
影
響
に
基
〈
も
の
で
あ
る
と
闘
争
る
こ
と
の
妥
営
な
ら
ま
る
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

9
1
7
?
y
も
亦
捧
働
者
に
封
す
る
濁
占
産
業
組
織
の
功
徳
を
認
め
て
ゐ
る
。
卸
ち
、
濁
占
産
業
組
織
は
勢
働

者
に
劃
し
て
、
融
労
賃
額
と
就
業
と
の
安
定
を
輿
へ
る
も
の
で
め
る
と
説
く
。
而
し
て
、
就
業
の
安
定
は
一
一
般
に
産

業
的
企
業
炉
、
優
良
勢
働
力
の
保
持
と
工
場
設
備
の
最
高
利
用
と
い
ふ
自
利
の
矯
め
に
極
め
て
こ
れ
を
重
要
視
す

る
所
で
あ
る
が
、
濁
占
産
業
組
織
は
孤
立
的
競
争
企
業
の
克
く
し
得
。
さ
る
方
法
に
て
此
の
目
的
を
達
す
る
と
い
ふ

の
で
あ
石
。

以
上
は
濁
占
産
業
組
織
が
資
本
主
義
制
度
の
下
に
て
勢
働
階
経
の
潟
に
有
利
な
る
影
響
ぞ
奥
へ
る
こ
と
を
認
め

3) Kleinw且chter，Die Kartelle. S. 62. 
・4) (Volkerbunus_Denbchrift) a. a. 0. S. 31. 
5) Utsch， Kartelle und Arbeiter. IV.~ Kapital 
6) Liefman， Kartelle， Konzern und Trust. S. 101-10.2. 



る
も
の
で
め
る
が
、
こ
れ
と
は
其
の
立
脚
地
を
具
に
し
な
が
ら
而
色
、
濁
占
産
業
組
織
は
資
本
主
義
組
捕
が
新
ら

し
き
、

一
層
完
全
な
る
人
類
経
済
の
組
織
形
態
に
移
り
行
く
べ
き
過
渡
的
形
態
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
駿
一
迎
す
ぺ

き
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
、
夙
に
前
世
紀
の
末
葉
に
濁
逸
の
嶋
労
働
者
新
聞
や
崎
労
働
階
親
代
表
の
政
治
圃
瞳
に

於
て
行
は
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
ぽ
興
味
め
る
事
費
で
ゐ
る
。

濁
占
産
業
組
織
が
雌
労
働
階
統
に
卦
し
て
及
ぽ
す
影
響
に
就
て
は
上
過
せ
る
も
の
と
は
正
反
勢
の
見
解
が
又
多
数

の
人
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
来
六
。
就
中
、
ポ

I
V
は
早
く
か
ら
、
勢
働
階
部
帆
仁
劃
す
る
そ
の
不
利
盆
の
影
響
を

般
借
な
〈
剃
挟
し
て
ゐ
る
叫

制
御
出
産
業
組
織
仁
よ
り
て
企
業
の
欣
弥
刀
い
か
増
大
す
れ
ば
妙
働
者
も
亦
自
ら
去
の
刺
盆
仁
奥
り
特
あ
か
の
如
〈

で
あ
る
が
、
実
の
貫
例
を
覚
め
る
こ
と
は
甚
だ
難
い
。
濁
占
産
業
組
織
は
た
と
へ
崎
労
働
保
件
を
改
善
す
ぺ
き
俸
悠

を
得
た
る
時
に
も
、
峰
労
働
者
の
利
盆
を
顧
慮
し
て
白
後
的
に
こ
れ
を
質
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
が
震
め
に

は
輩
固
な
る
勢
働
者
の
圏
結
と
こ
れ
に
依
る
所
の
強
き
麗
カ
と
を
必
要
に
す
る
の
で
あ
る
。
一
一
般
に
濁
占
産
業
組

織
は
牧
盆
力
の
強
化
の
震
に
拡
立
企
業
が
行
ひ
得
F
る
所
の
種
々
な
る
方
法
を
賓
施
す
べ
き
能
力
を
有
す
。
印
ち

其
の
組
織
内
に
於
い
て
最
も
進
歩
せ
る
所
の
有
利
な
る
設
備
を
以
て
必
要
な
る
生
産
を
賄
ひ
、
他
の
劣
等
な
る
設

備
の
蓮
轄
を
休
止
し
て
其
の
生
産
の
合
理
性
を
高
め
ん
と
す
る
が
如
き
は
こ
れ
が
一
例
に
外
な
ら
な
い
。
宵
ほ
又

調
占
産
業
組
織
は
生
産
物
の
市
場
債
格
の
維
持
、
吊
上
の
震
に
こ
れ
が
統
制
策
と
し
て
市
場
提
供
の
減
少
、
生
産

の
制
限
を
行
ふ
色
の
で
あ
る
。

濁
占
産
業
組
織
白
批
合
的
影
響

第
三
十
六
巻

第
五
競

O 
九

八
四
九
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野
占
産
業
組
織
の
社
合
的
影
響

第
三
十
六
品
ぜ

か
く
の
加
〈
、
従
来
蓮
轄
し
来
れ
る
生
産
設
備
の
一
部
を
休
止
し
、
一
層
優
秀
な
る
生
産
設
備
に
向
っ
て
其
の

八
五

O

第
五
披

O 

生
産
を
集
中
し
、
或
は
債
格
統
制
の
潟
に
生
産
を
制
限
す
る
等
の
乙
と
が
、
同
時
に
又
勢
働
階
部
帆
中
の
一
部
か
ら

現
に
得
て
ゐ
る
就
業
機
舎
を
奪
取
し
、
少
く
と
も
又
、
こ
れ
に
向
っ
て
、
然
ら
e
さ
れ
ば
得
べ
か
h
y
し
所
の
機
舎
を

拒
否
す
べ
き
作
用
を
成
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
か
か
る
作
用
は
恐
慌

時
.
不
況
時
に
於
て
特
に
顕
著
に
現
は
れ
名
。
さ
れ

E
又
景
気
の
恢
復
期
や
繁
柴
期
に
色
右
の
如
き
影
響
が
決
し

て
少
い
の
で
は
な
い
。
削
も
.
市
場
の
貨
物
需
要
。
か
増
加
し
、
誠
は
既
存
の
生
産
設
備
が
能
力
不
足
営
告
げ
る
が

如
き
こ
と
が
起
こ
れ
ば
、
市
場
に
於
て
無
統
制
の
自
由
競
争
が
行
は
れ
て
ゐ
る
限
h
ノ
、
各
個
の
孤
立
す
る
企
業
の

聞
に
生
産
蹟
張
、
従
っ
て
又
勢
働
力
の
守
奪
競
争
が
行
は
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
勢
賃
は
騰
貴
し
、
就
業
の
機
曾

は
増
加
し
、
一
般
に
崎
労
働
保
件
の
改
善
が
費
ら
さ
る
べ
き
罪
で
あ
る
。
然
る
に
濁
占
産
業
組
織
が
成
立
し
て
ゐ
る

場
合
に
は
、
其
の
組
織
の
力
に
依
っ
て
、
右
の
如
き
勢
賃
騰
貴
業
の
他
の
こ
と
も
こ
れ
が
貫
現
を
阻
止
さ
れ
る
に

• 

至
る
の
で
あ
る
。

抑
々
、
勢
働
階
経
に
謝
す
る
濁
占
組
織
の
影
響
を
論
争
る
ぷ
就
い
て
は
、

一
概
に
僻
労
働
階
扱
と
言
つ
で
も
こ
れ

を
分
け
て
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
卸
ち
.
い
つ
ま
で
も
濁
占
組
織
の
中
に
雇
傭
3
れ
て
ゐ
る
色
の
色
、
濁
占

組
織
の
魅
力
に
よ
っ
て
就
業
の
機
曾
を
失
ひ
或
は
又
一
般
失
業
群
並
び
に
濁
占
外
企
業
に
就
業
し
て
ゐ
る
馳
労
働
者

と
で
は
其
の
利
害
を
共
に
断
や
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
へ
、
プ
v

y
タ
ノ
や

y
l
ア
マ

ν
の
言
ふ

が
如
く
、
濁
占
組
織
に
依
っ
て
勢
働
階
艇
の
潟
に
捧
賃
の
騰
貴
、
就
業
の
安
定
と
い
ふ
こ
と
炉
奥
へ
ら
れ
る
に
し



て
色
、
か
か
る
利
盆
を
受
け
得
る
も
の
は
車
に
い
つ
ま
で
も
濁
占
組
織
の
内
に
就
業
の
機
曾
を
得
て
ゐ
る
所
の
、

勢
働
階
綾
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
峠
労
働
階
部
帆
の
一
部
の
上
に
或
は
奥
へ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
べ
き
右
の
如
き
相
罰

的
利
益
さ
へ
も
、
既
に
指
摘
せ
る
が
如
〈
買
は
甚
だ
不
確
貫
の
も
の
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
他
面
、
濁
占

組
織
が
、
其
の
組
織
の
力
に
依
っ
て
努
働
階
離
の
一
部
か
ら
就
業
の
機
舎
を
奪
ひ
、
或
は
又
こ
れ
に
向
っ
て
、
自

由
競
争
制
度
の
下
に
於
て
得
ら
る
べ
き
所
の
就
業
の
機
曾
を
桓
否
す
る
が
如
き
結
罰
的
不
利
盆
が
必
然
性
を
以
て

起
こ
る
の
で
み
る
。
こ
れ
が
又
、
膿
て
、
濁
占
外
の
企
業
に
於
け
る
崎
労
働
者
の
就
業
に
つ
い
て
脅
威
と
な
る
。
-
惨

働
階
誠
に
劃
し
て
興
へ
る
濁
占
組
織
の
不
利
盆
な
る
影
響
は
雷
に
右
の
知
〈
就
業
の
機
曾
に
闘
す
る
も
の
の
み
で

は
な
い
。
更
ら
に
叉
こ
れ
と
相
並
び
或
は
こ
れ
に
基
い
て
、
勢
賃
其
の
他
の
一
労
働
傍
件
の
上
に
濁
占
組
織
の
悪
影

響
が
現
は
れ
京
市
る
べ
き
可
能
性
の
存
す
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

右
は
、
勢
働
階
級
に
劃
す
る
濁
占
組
織
の
作
用
に
闘
す
る
柴
観
読
に
封
抗
し
て
、
こ
れ
に
因
る
所
の
有
害
な
る

作
用
の
方
面
を
奉
げ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
過
去
に
於
て
箇
々
の
濁
占
産
業
組
織
が
勢
働
階
紙
に
封
し
て
有
利
な

る
影
響
を
奥
へ
七
事
例
が
存
し
、
購
来
に
於
て
も
亦
同
様
の
場
合
が
起
る
こ
と
あ
る
べ
き
こ
と
を
絹
封
に
否
定
し

去
る
こ
と
は
，
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
世
帯
ら
、
産
業
上
の
濁
占
組
織
に
よ
っ
て
勢
働
階
綾
が

如
何
な
る
不
利
盆
の
影
響
を
蒙
る
べ
き
か
の
可
能
的
、

一
般
的
傾
向
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
の

で
あ
忍
。

本
文
に
所
謂
濁
占
組
織
は
勢
働
力
及
び
其
の
他
の
生
産
手
段
の
買
入
上
に
濁
占
的
勢
力
を
獲
得
す
る
こ

k
を
目

第
三
十
六
巻

濁
占
産
業
組
織
の
枇
曾
的
影
響

j¥ 
E王

第
五
競



第
三
十
六
巻

的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
組
織
で
は
な
く
、
た
だ
生
産
口
聞
の
市
場
提
供
上
に
濁
占
的
勢
力
を
有
す
名
所
の
組
織
を
意

味
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
か
か
る
意
味
の
濁
占
組
織
も
間
接
的
に
は
般
労
働
階
統
に
封
す
る
企
業
の
地

位
を
、
孤
立
的
競
争
企
業
が
相
卦
立
せ
る
場
合
に
比
較
し
て
遣
に
輩
聞
の
も
の
た
ら
し
め
る
こ
と
は
疑
無
い
。
さ

な
き
だ
に
、
濁
占
組
織
は
生
産
の
調
節
、
制
限
英
の
他
種
々
、
勢
働
階
扱
に
封
し
て
不
利
益
の
影
響
ぞ
輿
ふ
べ
き

濁
占
産
業
組
織
田
枇
曾
的
影
響

第
五
披

i¥. 
五

方
策
伝
色
自
己
の
利
盆
の
鴻
に
強
行
す
べ
き
濁
特
の
樺
能
を
有
し
て
ゐ
名
。
故
に
、
細
占
組
織
の
興
隆
と
共
に
、

cれれ
γ
白
紙
州
じ
放
任
す
る
服
h
一
、
持
働
階
級
の
刺
盆
が
依
づ
可
，
、
以
可
L

盆
E
侵
害
を
蒙
る
に
歪
忍
べ
き
可
能
性
を
認

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

六
、
結

言

以
上
の
論
究
に
よ
り
て
、
産
業
的
ー
企
業
の
利
盆
の
鴻
め
に
結
成
せ
ら
れ
る
調
占
組
織
は
、
こ
れ
を
一
般
的
傾
向

と
し
て
見
れ
ば
、
他
面
に
於
い
て
、
同
一
艦
梼
枇
舎
内
の
他
の
鰹
情
的
立
場
に
封
し
、
種
々
の
不
利
益
な
る
影
響

を
典
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
た
。

調
占
産
業
組
織
の
生
起
に
よ
り
て
艦
梼
赴
舎
の
中
に
か
か
る
弊
害
の
惹
起
さ
れ
る
に
つ
い
て
、
圃
家
の
執
る
態

度
及
び
方
法
の
何
た
る
か
Y
自
ら
問
題
と
し
て
こ
〉
に
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
、
こ
れ
は
機
舎
を
夏
え
て
別
に
論
争
る
こ
と
に
す
か
。
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